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(57)【要約】
【課題】表示装置の近傍に位置する操作者の動きに応じ
て、従来よりも更に視認性及び操作性を向上させた表示
を可能にする。
【解決手段】表示制御装置１０は、画像が表示される表
示部４７３と、表示部４７３の表示制御を行う表示制御
部６１３と、表示部４７３から予め定められた領域内に
おける人物の位置情報を取得する位置情報取得部６１０
と、位置情報取得部６１０により取得された位置情報に
基づいて、上記人物の移動量を算出する移動量算出部６
１２と、移動量算出部６１２によって算出された各移動
量に対応する表示制御部６１３による表示制御内容を記
憶する記憶部６７と、表示制御部６１３は、移動量算出
部６１２によって算出された移動量に対応する表示制御
内容を記憶部６７から読み出し、当該読み出した表示制
御内容に基づいて表示部４７３を表示制御する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像が表示される表示部と、
　前記表示部の表示制御を行う表示制御部と、
　前記表示部から予め定められた領域内における人物の位置情報を取得する位置情報取得
部と、
　前記位置情報取得部により取得された前記位置情報に基づいて、前記人物の移動量を算
出する移動量算出部と、
　前記移動量算出部によって算出された各移動量に対応する前記表示制御部による表示制
御内容を記憶する表示制御内容記憶部とを備え、
　前記表示制御部は、前記移動量算出部によって算出された移動量に対応する表示制御内
容を前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示制御内容に基づいて前記
表示部を表示制御する表示制御装置。
【請求項２】
　前記移動量算出部は、当該表示制御装置に対する操作者の前後方向の移動量と、当該操
作者の水平方向又は垂直方向、及びこれらの組合せからなる方向への移動量とを算出し、
　前記表示制御内容記憶部には、前記表示制御内容として、前記算出された前後方向の各
移動量に対応付けられた表示拡大又は表示縮小情報と、前記算出された水平方向又は垂直
方向、及びこれらの組合せからなる方向への各移動量に対応付けられた表示移動量情報と
が記憶されており、
　前記表示制御部は、前記算出された移動量に対応する前記表示拡大又は表示縮小情報と
前記表示移動量情報とを前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した前記表示
拡大又は表示縮小情報と前記表示移動量情報に従って、前記表示部に表示させている表示
画像の表示を変更する請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記表示制御内容記憶部には、前記算出された各方向におけるそれぞれの移動量に応じ
て、前記表示制御部が前記表示部の表示を変更させる速度である表示変更速度が記憶され
ており、
　前記表示制御部は、前記移動量算出部によって算出された移動量に対応する表示変更速
度を前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示変更速度で前記表示部の
表示を変更する請求項１又は請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記表示部の表示画面の動きを停止させる停止指示の入力を操作者から受け付ける停止
指示受付部を更に備え、
　前記表示制御部は、前記表示内容変更制御中に前記停止指示受付部により前記停止指示
の入力が受け付けられた場合は、前記操作者の移動量に基づく表示内容変更制御を中断し
て、当該停止指示が受け付けられた時点における表示画面を前記表示部に表示させておく
請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の表示制御装置。
【請求項５】
　操作者による前記表示部の表示画面への接触に応じて、当該接触された表示部分に対応
する指示の入力を操作者から受け付ける操作指示受付部を更に備え、
　前記操作指示受付部は、前記表示制御部による前記表示部の表示内容変更制御中にも、
前記接触された表示部分に対応する指示の入力を操作者から受け付け、
　前記表示制御部は、前記表示内容変更制御中に前記操作受付部により前記指示の入力が
受け付けられた場合は、当該表示内容変更制御を中断して、当該受け付けられた指示に対
応する表示制御に移行する請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記移動量算出部によって算出された移動量が予め定められた値以
下である場合には、当該移動量に対応する前記表示制御を行わない請求項１乃至請求項５
のいずれかに記載の表示制御装置。
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【請求項７】
　前記表示制御内容記憶部には、前記位置情報取得部によって取得された人物の各位置に
応じた表示内容の表示方向が記憶されており、
　前記表示制御部は、前記位置情報取得部によって取得された位置情報に応じた表示内容
の表示方向を前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示方向で前記表示
内容を前記表示部に表示させる請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記位置情報取得部は、前記人物を撮像する撮像部を備え、当該撮像部によって撮像さ
れた画像から前記位置情報を算出して取得する請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の
表示制御装置。
【請求項９】
　前記移動量算出部は、前記位置情報取得部によって複数の人物の位置情報が検出された
場合には、当該移動量の算出を行わない請求項８に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記位置情報取得部は、前記撮像部によって撮像された画像について人物の両眼を示す
画像を認識する機能を備え、
　前記移動量算出部は、前記両眼の画像が示す一方の眼の画像と他方の眼の画像間の距離
の変動から当該人物の移動量を算出する請求項８又は請求項９に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記位置情報取得部は、前記撮像部を複数備え、当該複数の撮像部によって撮像された
各画像が示す一人の人物の位置情報を算出して取得する請求項１０に記載の表示制御装置
。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示制御装置と、
　記録媒体に対して画像を形成する画像形成部と
を備えた画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御装置及び画像形成装置に関し、特に、操作者に対して操作案内等の
画像を表示する表示部の表示制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば画像形成装置等には、情報の表示又は当該装置の操作を行うためにＬＣＤ（Liqu
id Crystal Display）等からなる表示装置を有する表示操作パネルが設けられている。そ
して、操作者が当該表示装置の表示画面を視認し易くなるように、当該表示装置の近傍に
立つ操作者の位置に応じて表示装置の表示を調整することが行われている。そして、下記
特許文献１には、当該制御対象物の近傍に立つ操作者の位置をより精度よく検出する技術
が記載されている。
【特許文献１】特開２００３－１９６６５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記従来技術によれば、操作者にとっての当該表示装置の表示画面の視認性を向上させ
ることができる。しかし、今日の画像形成装置、例えばコピー機能、プリンタ機能、ファ
クス機能及びスキャナ機能等を兼ね備えた複合機の場合、当該多機能化に伴い、多種多様
な操作指示を１つの表示画面で受け付けなければならないため、更なる視認性の向上や、
指示入力時の操作性の向上が望まれている。
【０００４】
　本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであり、表示装置の近傍に位置す
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る操作者の動きに応じて、従来よりも更に視認性及び操作性を向上させた表示を可能にす
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に記載の発明は、画像が表示される表示部と、
　前記表示部の表示制御を行う表示制御部と、
　前記表示部から予め定められた領域内における人物の位置情報を取得する位置情報取得
部と、
　前記位置情報取得部により取得された前記位置情報に基づいて、前記人物の移動量を算
出する移動量算出部と、
　前記移動量算出部によって算出された各移動量に対応する前記表示制御部による表示制
御内容を記憶する表示制御内容記憶部とを備え、
　前記表示制御部は、前記移動量算出部によって算出された移動量に対応する表示制御内
容を前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示制御内容に基づいて前記
表示部を表示制御する表示制御装置である。
【０００６】
　この発明によれば、移動量算出部が、位置情報取得部により取得された位置情報に基づ
いて人物の移動量を算出し、表示制御部は、移動量算出部によって算出された移動量に対
応する表示制御内容を表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示制御内容に
基づいて表示部を表示制御する。すなわち、本発明は、当該装置の操作者である人物につ
いてのある位置からある位置への移動量に応じて表示部の表示を制御し、例えば操作者に
よる身体全体や、腕又は頭等の身体の一部等が動く量に応じて、表示部の表示制御を行う
ことで、操作者自身の身体の動きを、操作者からの指示を受け付ける入力手段の一部とし
て扱うことが可能になり、当該表示制御装置の近傍に位置する操作者の動きに応じて、従
来よりも更に視認性及び操作性を向上させた表示が可能になる。
【０００７】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の表示制御装置であって、前記移動量
算出部は、当該表示制御装置に対する操作者の前後方向の移動量と、当該操作者の水平方
向又は垂直方向、及びこれらの組合せからなる方向への移動量とを算出し、
　前記表示制御内容記憶部には、前記表示制御内容として、前記算出された前後方向の各
移動量に対応付けられた表示拡大又は表示縮小情報と、前記算出された水平方向又は垂直
方向、及びこれらの組合せからなる方向への各移動量に対応付けられた表示移動量情報と
が記憶されており、
　前記表示制御部は、前記算出された移動量に対応する前記表示拡大又は表示縮小情報と
前記表示移動量情報とを前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した前記表示
拡大又は表示縮小情報と前記表示移動量情報に従って、前記表示部に表示させている表示
画像の表示を変更するものである。
【０００８】
　この発明によれば、表示制御部は、操作者の移動量に対応する表示拡大又は表示縮小情
報と表示移動量情報とを表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示拡大又は
表示縮小情報と表示移動量情報に従って、表示部に表示させている表示画像の表示を変更
するので、当該装置の操作者である人物の前後左右上下への移動量に応じて表示部の表示
を変更し、例えば操作者による身体全体や、腕又は頭等の身体の一部等が前後左右上下に
動く量に応じて表示部の表示制御を行うので、操作者自身の身体の動きに逐一対応して表
示部の表示を変更することが可能になり、当該操作者の動きに応じて、更に視認性及び操
作性を向上させた表示が可能になる。
【０００９】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の表示制御装置であって
、前記表示制御内容記憶部には、前記算出された各方向におけるそれぞれの移動量に応じ
て、前記表示制御部が前記表示部の表示を変更させる速度である表示変更速度が記憶され
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ており、
　前記表示制御部は、前記移動量算出部によって算出された移動量に対応する表示変更速
度を前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示変更速度で前記表示部の
表示を変更するものである。
【００１０】
　この発明によれば、表示制御部は、移動量算出部によって算出された移動量に対応する
表示変更速度を表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示変更速度で表示部
の表示を変更する。すなわち、本発明は、当該装置の操作者の移動量に応じて表示部の表
示変更速度を変化させるので、操作者は自身の身体を動かす量を変化させることで、表示
変更速度を変化させることができ、更に視認性及び操作性を向上させた表示が可能になる
。
【００１１】
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の表示制御装
置であって、前記表示部の表示画面の動きを停止させる停止指示の入力を操作者から受け
付ける停止指示受付部を更に備え、
　前記表示制御部は、前記表示内容変更制御中に前記停止指示受付部により前記停止指示
の入力が受け付けられた場合は、前記操作者の移動量に基づく表示内容変更制御を中断し
て、当該停止指示が受け付けられた時点における表示画面を前記表示部に表示させておく
ものである。
【００１２】
　この発明によれば、表示制御部は、表示内容変更制御中に前記停止指示受付部により前
記停止指示の入力が受け付けられると、この時点で表示部に表示されている表示画面を維
持するので、これ以後は、操作者の移動量によって表示部の表示が変動することがない。
このため、操作者は、自身の動く量に応じて表示部の表示内容を変化させるか、例えば操
作ボタンの操作によって表示内容を変化させるか等を切り換えることが可能になり、操作
利便性が向上する。
【００１３】
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の表示制御装
置であって、操作者による前記表示部の表示画面への接触に応じて、当該接触された表示
部分に対応する指示の入力を操作者から受け付ける操作指示受付部を更に備え、
　前記操作指示受付部は、前記表示制御部による前記表示部の表示内容変更制御中にも、
前記接触された表示部分に対応する指示の入力を操作者から受け付け、
　前記表示制御部は、前記表示内容変更制御中に前記操作受付部により前記指示の入力が
受け付けられた場合は、当該表示内容変更制御を中断して、当該受け付けられた指示に対
応する表示制御に移行するものである。
【００１４】
　この発明によれば、表示制御部は、表示内容変更制御中に操作受付部により指示の入力
が受け付けられた場合は、当該表示内容変更制御を中断して、当該受け付けられた指示に
対応する表示制御に移行するので、表示内容変更制御中であるか否かに拘わらず、入力さ
れた指示に対応した表示を優先することで、操作者の操作利便性を高めることができる。
【００１５】
　また、請求項６に記載の発明は、請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の表示制御装
置であって、前記表示制御部は、前記移動量算出部によって算出された移動量が予め定め
られた値以下である場合には、当該移動量に対応する前記表示制御を行わないものである
。
【００１６】
　この発明によれば、表示制御部は、移動量算出部によって算出された移動量が予め定め
られた値以下である場合には、当該移動量に対応した表示部の表示制御を行わないので、
例えば操作者による表示変更を目的としない微々たる動作に対応しての表示制御を行わな
いことが可能になり、更に操作者の操作利便性を高めることができる。
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【００１７】
　また、請求項７に記載の発明は、請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の表示制御装
置であって、前記表示制御内容記憶部には、前記位置情報取得部によって取得された人物
の各位置に応じた表示内容の表示方向が記憶されており、
　前記表示制御部は、前記位置情報取得部によって取得された位置情報に応じた表示内容
の表示方向を前記表示制御内容記憶部から読み出し、当該読み出した表示方向で前記表示
内容を前記表示部に表示させるものである。
【００１８】
　この発明によれば、表示制御部が、位置情報取得部によって取得された上記人物の位置
情報に応じた表示方向で表示内容を表示部に表示させるので、操作者の立ち位置に応じて
当該操作者に最適な視認性を提供できる表示を行うことが可能になる。
【００１９】
　また、請求項８に記載の発明は、請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の表示制御装
置であって、前記位置情報取得部は、前記人物を撮像する撮像部を備え、当該撮像部によ
って撮像された画像から前記位置情報を算出して取得するものである。
【００２０】
　この発明によれば、位置情報取得部は、人物を撮像する撮像部によって撮像された画像
に基づいて的確に位置情報を算出して取得することが可能になる。
【００２１】
　また、請求項９に記載の発明は、請求項８に記載の表示制御装置であって、前記移動量
算出部は、前記位置情報取得部によって複数の人物の位置情報が検出された場合には、当
該移動量の算出を行わないものである。
【００２２】
　この発明によれば、移動量算出部は、位置情報取得部によって複数の人物の位置情報が
検出された場合には当該移動量の算出を行わないので、操作者以外の人物の画像が撮像部
に撮像された場合であっても、表示制御部による上記移動量に基づく誤動作の発生を防止
することができる。
【００２３】
　また、請求項１０に記載の発明は、請求項８又は請求項９に記載の表示制御装置であっ
て、前記位置情報取得部は、前記撮像部によって撮像された画像について人物の両眼を示
す画像を認識する機能を備え、
　前記移動量算出部は、前記両眼の画像が示す一方の眼の画像と他方の眼の画像間の距離
の変動から当該人物の移動量を算出するものである。
【００２４】
　この発明によれば、移動量算出部が、位置情報取得部の撮像部により撮像された画像が
示す一方の眼の画像と他方の眼の画像間の距離の変動から当該人物の移動量を算出するの
で、当該人物の移動量を正確に算出することができる。
【００２５】
　また、請求項１１に記載の発明は、請求項１０に記載の表示制御装置であって、前記位
置情報取得部は、前記撮像部を複数備え、当該複数の撮像部によって撮像された各画像が
示す一人の人物の位置情報を算出して取得するものである。
【００２６】
　この発明によれば、位置情報取得部は、複数の撮像部によって撮像された各画像が示す
一人の人物の位置情報を算出して取得するので、異なる角度から撮像した同一人物の画像
を得ること等が可能になり、単一の画像に基づいて位置情報を算出するよりも高い精度で
当該人物の位置情報を算出することが可能になる。
【００２７】
　また、請求項１２に記載の発明は、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示制
御装置と、
　記録媒体に対して画像を形成する画像形成部と
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を備えた画像形成装置である。
【００２８】
　この発明によれば、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の発明によって得られる
作用を奏することができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、操作者自身の身体の動きを、操作者からの指示を受け付ける入力手段
の一部として扱うことが可能になり、操作者の動きに応じて、従来よりも更に視認性及び
操作性を向上させた表示が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本発明の一実施形態に係る表示制御装置及び画像形成装置について図面を参照し
て説明する。図１は、本発明の一実施形態に係る表示制御装置を備えた画像形成装置の一
例である複合機の内部構成を概略的に示す側面図である。複合機１は、コピー機能、プリ
ンタ機能、スキャナ機能及びファクシミリ機能等の機能を兼ね備えたものである。この複
合機１は、本体部２と、本体部２の左方に配設されたスタックトレイ３と、本体部２の上
部に配設された原稿読取部５と、原稿読取部５の上方に配設された原稿給送部６とを有し
ている。
【００３１】
　また、複合機１のフロント部には、操作部４７が設けられている。この操作部４７には
、ユーザが印刷実行指示を入力するためのスタートキー４７６１と、印刷部数等を入力す
るためのテンキー４７５と、各種複写動作の操作ガイド情報等を表示し、これら各種設定
入力用にタッチパネル機能を有する液晶ディスプレイ等からなる表示部４７３と、表示部
４７３で設定された設定内容等をリセットするリセットキー４７６３と、実行中の印刷（
画像形成）動作を停止等させるためのストップ／クリアキー４７６２と、コピー機能、プ
リンタ機能、スキャナ機能及びファクシミリ機能を切り換えるための機能選択ボタン４７
６４が備えられている。
【００３２】
　複合機１のフロント部における操作部４７の取付位置（又は操作部４７の近傍）には、
第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２（撮像部）が設けられている。第１撮像部６０１
及び第２撮像部は、例えばＣＣＤ（Charge Coupled Device）カメラ等からなり、複合機
１のフロント側に設けられている操作部４７の前の予め定められた領域内に位置する人物
（操作者）を撮像する。
【００３３】
　原稿読取部５は、ＣＣＤ(Charge Coupled Device)センサ及び露光ランプ等からなるス
キャナ部５１と、ガラス等の透明部材により構成された原稿台５２及び原稿読取スリット
５３とを備える。スキャナ部５１は、図略の駆動部によって移動可能に構成され、原稿台
５２に載置された原稿を読み取るときは、原稿台５２に対向する位置で原稿面に沿って移
動され、原稿画像を走査しつつ取得した画像データを制御部６００（図３）へ出力する。
また、原稿給送部６により給送された原稿を読み取るときは、原稿読取スリット５３と対
向する位置に移動され、原稿読取スリット５３を介して原稿給送部６による原稿の搬送動
作と同期して原稿の画像を取得し、その画像データを制御部６００へ出力する。
【００３４】
　原稿給送部６は、原稿を載置するための原稿トレイ６１と、画像読み取り済みの原稿を
排出するための原稿排出部６２と、原稿トレイ６１に載置された原稿を１枚ずつ繰り出し
て原稿読取スリット５３に対向する位置へ搬送し、原稿排出部６２へ排出するための給紙
ローラ（図略）、搬送ローラ（図略）等からなる原稿搬送機構６３を備える。原稿搬送機
構６３は、さらに原稿を表裏反転させて原稿読取スリット５３と対向する位置へ再搬送す
る用紙反転機構（図略）を備え、原稿の両面の画像を、原稿読取スリット５３を介してス
キャナ部５１から読取可能にしている。
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【００３５】
　また、原稿給送部６は、その前面側が上方に移動可能となるように本体部２に対して回
動自在に設けられている。原稿給送部６の前面側を上方に移動させて原稿台５２上面を開
放することにより、原稿台５２の上面に読み取り原稿、例えば見開き状態にされた書籍等
を操作者が載置できるようになっている。
【００３６】
　本体部２は、複数の給紙カセット４６１と、給紙カセット４６１から記録紙を１枚ずつ
繰り出して画像形成部４０へ搬送する給紙ローラ４６２と、給紙カセット４６１から搬送
されてきた記録紙に画像を形成する画像形成部４０とを備える。
【００３７】
　画像形成部４０は、スキャナ部５１で取得された画像データに基づきレーザ光等を出力
して感光体ドラム４３を露光する光学ユニット４２と、感光体ドラム４３上にトナー像を
形成する現像部４４と、感光体ドラム４３上のトナー像を記録紙に転写する転写部４１と
、トナー像が転写された記録紙を加熱してトナー像を記録紙に定着させる定着部４５と、
画像形成部４０内の用紙搬送路中に設けられ、記録紙をスタックトレイ３又は排出トレイ
４８まで搬送する搬送ローラ４６３，４６４等とを備える。
【００３８】
　また、記録紙の両面に画像を形成する場合は、画像形成部４０で記録紙の一方の面に画
像を形成した後、この記録紙を排出トレイ４８側の搬送ローラ４６３にニップされた状態
とする。この状態で搬送ローラ４６３を反転させて記録紙をスイッチバックさせ、記録紙
を用紙搬送路Ｌに送って画像形成部４０の上流域に再度搬送し、画像形成部４０により他
方の面に画像を形成した後、記録紙をスタックトレイ３又は排出トレイ４８に排出する。
【００３９】
　図２は操作部４７の一例を示す図である。この操作部４７は、表示部４７３、タッチパ
ネル４７４、テンキー４７５、各種操作ボタン４７６１～４７６３、機能選択ボタン４７
６４等を備える。表示部４７３は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）やＥＬＤ（Electr
onic Luminescent Display）等によって構成され、紙サイズ選択、倍率選択、濃度選択等
のユーザに対する操作案内画面が表示される。この表示部４７３は、タッチパネル４７４
と一体的に形成されている。タッチパネル４７４は、ユーザによるタッチ操作がなされた
ときにそのタッチ位置を検知し、該タッチ位置を示す検知信号を後述する制御部６００へ
出力するものである。
【００４０】
　テンキー４７５は、例えば、複合機１のコピー機能を動作させる際はコピー枚数を、フ
ァクシミリ機能を動作させる際は送信先の電話番号等を入力するためのものである。スタ
ートキー４７６１はコピー動作やスキャナ動作等を開始させるボタンであり、ストップ／
クリアキー４７６２はコピー動作やスキャナ動作等の停止、入力操作の取り消しを行うボ
タンである。リセットキー４７６３は表示部４７３の表示や各種設定を初期状態又は標準
動作状態にするボタンである。機能選択ボタン４７６４は、コピー機能、プリンタ機能、
スキャナ機能、ファクシミリ機能を設定するためのボタンである。
【００４１】
　図３は、複合機１の電気的な構成を示すブロック図である。複合機１は、原稿給送部６
、原稿読取部５、操作部４７、画像形成部４０、通信部６６、記憶部６７、撮像部６０及
び制御部６００を備えて構成される。表示制御装置１０は、制御部６００、操作部４７、
及び撮像部６０及び記憶部６７等を備える。
【００４２】
　原稿給送部６は、原稿のコピーやスキャンが行われる際に、原稿トレイ６１に載置され
た原稿を自動的に取り込んで、原稿読取部５による原稿読取位置に搬送する。操作部４７
及び原稿読取部５は、図１に示す操作部４７及び原稿読取部５に相当するものである。
【００４３】
　画像形成部４０は、原稿読取部５によって得られた画像データや、ネットワーク接続さ
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れたパーソナルコンピュータや、ファクシミリ装置等から通信部６６を介して転送されて
きた画像データに基づいた画像を記録紙に形成する。通信部６６は、図略のネットワーク
インターフェースを用い、上記ネットワーク接続されたコンピュータや、ファクシミリ装
置等の外部装置との間で種々のデータの送受信を行う。
【００４４】
　記憶部（表示制御内容記憶部）６７は、原稿読取部５の読取動作により得られた画像デ
ータや、後述する制御部６００により処理された画像データ等を記憶する記憶部や、ファ
クシミリ通信を行う時の短縮釦登録の相手先名称やファクシミリ番号、或いは、ネットワ
ークスキャナとして使用される際の送信相手先のＩＰアドレスなどを予め記憶する。さら
に、記憶部６７は、移動量算出部６１２によって算出される各移動量に対応する表示制御
内容（後述する表示制御部６１３が表示部４７３の表示制御に用いる）を示す情報を記憶
している。
【００４５】
　撮像部６０は、第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２を有する。第１撮像部６０１及
び第２撮像部６０２は、上述したように、複合機１のフロント部に設けられており、複合
機１の操作部４７の前に位置する人物（操作者）を撮像して、当該人物の画像を制御部６
００に送出する。
【００４６】
　操作部４７は、表示部４７３の他、操作指示受付部４７９を備えている。操作指示受付
部４７９（後述する停止指示受付ボタン４７３２、機能リストタブ１２１等）は、操作者
による表示部４７３の表示画面への接触に応じて、当該接触された表示部分に対応してタ
ッチパネル４７４が出力する検知信号と、当該接触された表示部分に表示されている表示
内容とに対応して予め定められている操作指示を特定して、制御部６００に出力する。な
お、制御部６００が当該操作指示受付部４７９としての機能を担当し、上記検知信号と当
該接触された表示部分に対応する表示内容に基づいて操作指示を特定して、当該操作指示
の入力を受け付けるようにしてもよい。
【００４７】
　制御部６００は、複合機１全体の動作制御を司るものであり、ＣＰＵ、ＲＡＭ及びＲＯ
Ｍ等によって構成される。前記原稿給送部６、原稿読取部５、操作部４７、画像形成部４
０及び通信部６６は、制御部６００による制御の下で動作する。制御部６００は、ユーザ
から操作部４７に入力された各種の指示信号等に応じて、図略のＲＯＭ又は記憶部６７に
記憶されている動作制御プログラムに基づいた処理を実行し、各機能部への指示信号の出
力、データ転送等を行って複合機１を統括的に制御する。
【００４８】
　制御部６００は、位置情報算出部６１１と、移動量算出部６１２と、表示制御部６１３
としての機能を有している。
【００４９】
　位置情報算出部６１１は、第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２から得た上記人物の
画像から当該人物の立ち位置を算出し、この算出した立ち位置を示す情報を複合機１の操
作者の位置情報として、移動量算出部６１２に送出する。当該位置情報算出部６１１及び
撮像部６０は、後述するように位置情報取得部６１０を構成する。
【００５０】
　移動量算出部６１２は、位置情報算出部６１１により算出された上記位置情報に基づい
て、上記人物の移動量を算出する。
【００５１】
　表示制御部６１３は、表示部４７３の表示制御を行う。表示制御部６１３は、移動量算
出部６１２によって算出された移動量に対応する表示制御内容を記憶部６７から読み出し
、当該読み出した表示制御内容に基づいて表示部４７３を表示制御する。
【００５２】
　次に、位置情報取得部６１０の構成及び位置情報取得処理について説明する。図４及び
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図７は位置情報取得部６１０の構成を示す図である。図５は第１撮像部６０１及び第２撮
像部６０２による人物（操作者）の撮像の様子を概念的に示す図である。図６（ａ）（ｂ
）及び図８（ａ）（ｂ）は撮像部６０により撮像された画像の例を示す図である。
【００５３】
　図４に示すように、位置情報取得部６１０は、第１撮像部６０１と、第２撮像部６０２
と、位置情報算出部６１１とで構成される。位置情報算出部６１１は、両眼認識部６１１
０を備えている。
【００５４】
　第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２は、例えば図５に示すように、光学系の光軸が
互いに平行で撮像方向が同一の方向に向けられており、一定間隔を空けて第１撮像部６０
１が表示部４７３の一側方に設けられ、第２撮像部６０２が表示部４７３の他側方に設け
られている。第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２によって撮像された画像のデータは
位置情報算出部６１１に送出され、位置情報算出部６１１の両眼認識部６１１０によって
、当該画像データに基づいて、撮像された操作者の両眼画像が検出され、当該両眼画像か
ら当該操作者の位置情報が算出される。
【００５５】
　両眼認識部６１１０は、撮像された操作者の両眼画像の検出方法として、例えば特開２
００３－１９６６５５号に示されるような標準的な既知の両眼検出処理を採用する。すな
わち、両眼認識部６１１０は、第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２から取得された画
像中に、標準的な人の眼を示す画像からなる予め定められた眼画像と一致する画像又は近
似する画像が含まれているか否かを判断する等の処理を行うことで、撮像された操作者の
１つ目の眼画像を検出し（両眼のうちの１つ目）、当該検出した１つ目の眼画像から予め
定められた一定領域内となる画像に、上記予め定められた眼画像と一致する画像又は近似
する画像が含まれているか否かを判断する等の処理を行って２つ目の眼画像を検出する。
【００５６】
　位置情報算出部６１１は、第１撮像部６０１によって撮像された画像と、第２撮像部６
０２によって撮像された画像とを比較し、第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２から、
当該撮像された操作者の眼までの距離Ｄを、第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２の２
つのカメラの視差Ｓに基づいて計算により求める。すなわち、第１撮像部６０１及び第２
撮像部６０２により撮像された画像における当該操作者の眼と推定される画像の各画像上
での位置の差、すなわち視差Ｓは、第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２から、当該撮
像された操作者の眼までの距離Ｄ（複合機１から操作者までの距離とみることが可能）が
遠い時は、図６（ａ）に示すように、第１撮像部６０１の画撮画像における操作者の両眼
の中心位置６０１pと、第２撮像部６０２の画撮画像における操作者の両眼の中心位置６
０２pとの当該撮像画像上での視差Ｓが小さくなり、図６（ｂ）に示すように、距離Ｄが
近い時は当該視差Ｓが大きくなる。
【００５７】
　このため、位置情報算出部６１１は、当該視差Ｓに基づいて、上記距離Ｄを算出する。
位置情報算出部６１１は、例えば、各視差Ｓに対応する各距離Ｄの値が格納されたデータ
テーブルを備えており、当該データテーブルから視差Ｓに対応する距離Ｄを読み出すこと
で、その時点における複合機１から操作者までの距離Ｄを算出する。なお、位置情報算出
部６１１は、当該視差Ｓに基づいて、予め定められた計算式により距離Ｄを算出するよう
にしてもよい。
【００５８】
　また、位置情報算出部６１１は、当該撮像された操作者の水平方向及び垂直方向の位置
情報については、第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２により撮像された画像の両方又
は一方における上記操作者の両眼の中心位置の座標から算出して特定する。
【００５９】
　なお、上記には、位置情報取得部６１０が撮像部として第１撮像部６０１及び第２撮像
部６０２の２つを備え、これら第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２によって撮像され
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る画像に基づいて、位置情報算出部６１１が複合機１から操作者までの距離Ｄを算出する
実施形態を示したが、図７に示すように、位置情報取得部６１０が撮像部として１つの撮
像部６０３のみを備えるものとし、当該１つの撮像部６０３によって撮像される画像に基
づいて、位置情報算出部６１１が複合機１から操作者までの距離Ｄを算出することも可能
である。
【００６０】
　なお、位置情報算出部６１１は、当該撮像された操作者の水平方向及び垂直方向の位置
情報については、撮像部６０に撮像された画像における上記操作者の眼画像の座標位置か
ら算出して特定する。
【００６１】
　この場合、位置情報算出部６１１の両眼認識部６１１０は、撮像部６０３によって撮像
された画像に基づいて、上述した両眼画像の検出方法により、撮像された操作者の両眼画
像を検出する。そして、位置情報算出部６１１は、当該両眼画像における１つ目の眼画像
から２つ目の眼画像までの距離d2を算出する。
【００６２】
　すなわち、図８に示すように、撮像部６０３から当該撮像された操作者の眼までの距離
が遠い（距離Ｄの値が大きい）ときは上記画像上での距離d2が小さくなり（図８（ａ））
、撮像部６０３から当該撮像された操作者の眼までの距離が近い（距離Ｄの値が小さい）
ときは上記画像上での距離d2が大きくなる（図８（ｂ））。
【００６３】
　これに基づいて、例えば、データテーブルには、両眼画像における１つ目の眼画像から
２つ目の眼画像までの各距離d2に対応する距離Ｄが格納されているようにして、位置情報
算出部６１１は、当該データテーブルから距離d2に対応する距離Ｄを読み出すことで、そ
の時点における複合機１から操作者までの距離Ｄを算出する。なお、位置情報算出部６１
１は、両眼画像における１つ目の眼画像から２つ目の眼画像までの各距離d2に基づいて、
予め定められた計算式によりその時点における複合機１から操作者までの距離Ｄを算出す
るようにしてもよい。なお、以下では、位置情報取得部６１０が第１撮像部６０１及び第
２撮像部６０２を備える実施形態を用いて説明を行う。
【００６４】
　次に、複合機１による表示部４７３の表示制御の第１実施形態について説明する。図９
は複合機１による表示部４７３の表示制御の第１実施形態を示す図である。図１０乃至図
１２は表示部４７３の表示画面の例を示す図である。
【００６５】
　操作者による電源ボタンの操作で複合機１の電源がオンとされ、複合機１の起動が開始
されると、表示制御部６１３は、表示部４７３に図１０に示すような初期画面を表示させ
、これと共に、制御部６００が撮像部６０の第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２に、
複合機１のフロント側に立つ操作者の撮像を開始させる（Ｓ１）。
【００６６】
　そして、位置情報算出部６１１は、当該第１撮像部６０１及び第２撮像部６０２によっ
て撮像される画像に基づいて、上述した算出処理により当該操作者の位置情報（上記距離
Ｄが示す複合機１に対する前後方向（＋z方向、－z方向とする）における位置情報と、水
平方向（＋x方向、－x方向とする）及び垂直方向（＋y方向、－y方向とする）における位
置情報）を取得する（Ｓ２）。なお、複合機１及び操作者と当該xyz方向の関係は図５に
示す。位置情報算出部６１１は、上記撮像される画像に基づいて常に当該操作者の位置情
報を算出し、複合機１のフロント側に立つ当該操作者の位置情報を時間経過に伴ってリア
ルタイムに取得する。
【００６７】
　続いて、移動量算出部６１２は、位置情報算出部６１１によってリアルタイムに算出さ
れる位置情報に基づいて、当該位置情報が得られる度に、当該操作者の移動量を、上記前
後方向、水平方向及び垂直方向の各方向について算出する（Ｓ３）。すなわち、移動量算
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出部６１２は、位置情報算出部６１１から得たある時点での操作者の位置情報と、当該時
点よりも１つ前の時点で得た当該操作者の位置情報との当該各方向における差を求め、当
該差を当該操作者のそれぞれの方向における移動量として算出する。すなわち、移動量算
出部６１２は、当該１つ前の時点（直前に移動量を算出した時点）における操作者の位置
を初期位置（ホームポジション）とし、移動後の操作者の位置（上記ある時点での操作者
の位置）までの距離を当該移動量として算出する。
【００６８】
　但し、Ｓ２において、位置情報算出部６１１が上述の算出処理により複数の操作者の位
置情報を取得した場合には（複数の操作者の眼画像を検出した場合には）、移動量算出部
６１２は、当該操作者の移動量を算出しないことが好ましい。いずれの操作者が真の操作
者であるか判別不可能であり、特定の操作者に対しての操作利便性の向上を図ることがで
きなくなるためである。
【００６９】
　ここで、表示制御部６１３は、移動量算出部６１２によって算出された上記操作者の各
方向移動量が、予め定められた値（例えば、1cm以下。適宜変更が可能）以下であるか否
かを判断する（Ｓ４）。表示制御部６１３は、上記いずれかの方向における移動量が当該
予め定められた値以下となる場合は（Ｓ４でＹＥＳ）、当該方向における移動量を0とし
て扱う（Ｓ８）。
【００７０】
　表示制御部６１３は、上記操作者の移動量が当該予め定められた値を超える場合は（Ｓ
４でＮＯ）、当該移動量に対応する表示制御内容を、内蔵する表示データテーブルから読
み出す（Ｓ５）。なお、Ｓ５においては、表示制御部６１３は、Ｓ８で移動量が0とされ
た場合は、移動量0に対する表示制御内容を表示データテーブルから読み出す。
【００７１】
　すなわち、表示データテーブルには、上記各方向毎の各移動量に対応するそれぞれの表
示制御内容として、前後方向の各移動量に対応付けて、表示画像を拡大させる表示拡大情
報、又は表示画像を縮小させる表示縮小情報が格納され、また、前記算出された水平方向
又は垂直方向、及びこれらの組合せからなる方向への各移動量に対応付けて、表示画像を
移動させる量を示す表示移動量情報が記憶されている。例えば、操作者の-z方向への移動
の場合、その移動量に応じた拡大率、操作者の+z方向への移動の場合、その移動量に応じ
た縮小率である。また、例えば、操作者の-x方向への移動の場合、その移動量に応じた-x
方向への画像上での移動量、操作者の+x方向への移動の場合、その移動量に応じた+x方向
への画像上での移動量である。また、例えば、操作者の-y方向への移動の場合、その移動
量に応じた-y方向への画像上での移動量、操作者の+y方向への移動の場合、その移動量に
応じた+y方向への画像上での移動量である。
【００７２】
　表示制御部６１３は、当該表示データテーブルから、Ｓ３で算出された各方向における
移動量に対応する表示制御内容をそれぞれ読み出すことで、操作者の移動量に応じた表示
部４７３の表示制御内容を決定する。
【００７３】
　また、上記表示データテーブルには、上記各方向における移動量に応じた表示変更速度
の情報も記憶されており、表示制御部６１３は、上記前後方向における移動量に対応して
格納されている表示変更速度情報も上記表示データテーブルから読み出す（Ｓ６）。
【００７４】
　そして、表示制御部６１３は、上記読み出した表示変更速度で、表示部４７３の表示画
像を、上記表示拡大情報又は表示縮小情報に従って拡大又は縮小させると共に、上記表示
移動量情報に従って移動させて表示する（Ｓ７）。この後、処理はＳ１に戻り、Ｓ１以降
の表示制御が繰り返される。
【００７５】
　例えば、表示制御部６１３は、図１０に示す初期画面を表示部４７３に表示させている
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とき、(1)上記操作者の前後方向における移動量が-z方向に2cmであって、これに対応する
表示拡大情報が拡大10％であり（本実施形態では表示画像の中心を軸として拡大したもの
とする。以下同じ。）、(2)垂直方向における移動量が0cmであり、(3)水平方向における
移動量が+x方向に2cmであって、これに対応する表示移動量情報が、+x方向に2cm移動であ
り、更に、当該機能リスト画面の表示画面データを表示データテーブルから読み出し、更
に、(4)上記操作者の前後方向における移動量に対応させて格納されている表示変更速度
が、表示遷移完了まで0.4secとされているとき、表示制御部６１３は当該0.4secの時間を
使って、表示部４７３の上記初期画面の画像を、10％拡大させ、当該拡大後の画像を+x方
向に2cm移動させた表示に変更する（図１１参照）。このとき、表示制御部６１３は、初
期画面をフェードイン・フェードアウト（クロスフェード・ディゾルブ・オーバーラップ
）させて遷移させることが好ましい。
【００７６】
　なお、操作者が、更に、複合機１に近づき、移動量算出部６１２によって、更に(5)上
記操作者の前後方向における移動量が-z方向に4cmであって、これに対応する表示拡大情
報が拡大40％であり、(6)垂直方向における移動量が0cmであり、(7)水平方向における移
動量が+x方向に2cmであって、これに対応する表示移動量情報が、+x方向に2cm移動であり
、更に、当該機能リスト画面の表示画面データを表示データテーブルから読み出し、更に
、(8)上記操作者の前後方向における移動量に対応させて格納されている表示変更速度が
、表示遷移完了まで0.3secとされているとき、表示制御部６１３は当該0.3secの時間を使
って、表示部４７３の上記図１１に示した初期画面の画像を、更に40％拡大させ、当該拡
大後の画像を+x方向に更に2cm移動させた表示に変更することになる（図１２参照）。
【００７７】
　表示制御部６１３の当該表示制御により、操作者は、自身が移動した量及び移動速度に
応じて、表示部４７３の表示画面を所望の操作ボタンが操作しやすい位置や大きさとなる
ように切り換えること等が可能になる。例えば、操作者は、図１０に示す自動用紙ボタン
４７３１を押下したい場合に、上記(1)～(8)の表示制御が行われるように撮像部６０の前
で移動する動作を行えば、図１２に示すように、自動用紙ボタン４７３１が表示部４７３
の表示画面において拡大された押下しやすい位置に表示されるように切り換えることが可
能である。このため、操作者は、自身の身体の動きを入力装置として扱う感覚を得ること
ができ、操作者にとっての操作利便性が向上する。
【００７８】
　次に、複合機１による表示部４７３の表示制御の第２実施形態について説明する。図１
３は複合機１による表示部４７３の表示制御の第２実施形態を示す図である。図１４は表
示部４７３の表示画面の例を示す図である。なお、図９に示した第１実施形態と同様の処
理は説明を省略する。
【００７９】
　上述した第１実施形態では、表示制御部６１３が表示部４７３における操作者の移動量
に応じた表示変更処理を終えた後は、処理はＳ１に戻って、Ｓ１以降の表示制御が繰り返
されるが、第２実施形態では、表示制御部６１３は、操作者からの停止指示に従って、当
該表示制御を一時停止させて操作者の移動量に基づく表示変更を中断し、当該操作者から
の停止指示を受け付けた時点で表示部４７３に表示されている表示画面をそのまま表示さ
せておく。
【００８０】
　すなわち、表示制御部６１３は、上記操作者の移動量に対応する表示変更速度で、表示
部４７３の表示画像を、上記表示拡大情報又は表示縮小情報に従って拡大又は縮小させ、
上記表示移動量情報に従って移動させて表示するとき、図１４に示すように、操作者から
表示部４７３の表示画面の動きを停止させる停止指示の入力を受け付ける停止指示受付ボ
タン４７３２を表示させる（Ｓ１７）。
【００８１】
　ここで、操作者によって、当該停止指示受付ボタン４７３２が押下され、操作者から表
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示部４７３の表示画面の動きを停止させる停止指示の入力が受け付けられた場合（Ｓ１８
でＹＥＳ）、位置情報取得部６１０、移動量算出部６１２及び表示制御部６１３は、当該
操作者の移動量に基づく表示制御を一時中断し、表示制御部６１３は、この時点における
表示部４７３の表示画面の表示をそのまま維持するようにする（Ｓ２０）。すなわち、位
置情報取得部６１０、移動量算出部６１２及び表示制御部６１３は、複合機１（撮像部６
０）の前で操作者が移動する動作を行ったとしても、当該動作に従った表示部４７３の表
示内容の変更は行わない。
【００８２】
　なお、上記には、停止指示受付ボタン４７３２として、表示部４７３の表示画面に表示
されてタッチパネル機能により操作者からの停止指示を受け付ける例を示したが、複合機
１のフロントパネル部等にハードキーとして停止指示受付ボタン４７３２が設けられる構
成であってもよい。
【００８３】
　また、更に、タッチパネル機能によるボタン又はハードキーにより、操作者から上記一
時中断された表示制御を再開させる指示を受け付ける再開指示入力キーを設け、表示制御
部６１３は、当該再開指示入力キーに作者から上記一時中断された表示制御を再開させる
指示が受け付けられた場合には、再び上記操作者の移動量に基づく表示制御を再開させる
ようにしてもよい。
【００８４】
　この第２実施形態によれば、操作者は、自身の動く量に応じて表示部４７３の表示内容
を変化させるか、自身の動く量に応じた表示部４７３の表示内容の変更制御を中断させて
、例えば操作ボタンの手動操作によって表示部４７３の表示内容を変化させるか等を切り
換えることが可能になり、操作利便性が向上する。
【００８５】
　次に、複合機１による表示部４７３の表示制御の第３実施形態について説明する。図１
５は複合機１による表示部４７３の表示制御の第３実施形態を示す図である。図１６は表
示部４７３の表示画面の例を示す図である。なお、図９及び図１３に示した第１及び第２
実施形態と同様の処理は説明を省略する。
【００８６】
　当該第３実施形態では、上述した第１実施形態に加えて、更に、図１５に示すように、
表示制御部６１３が、操作者の移動量に応じた表示画像への表示部４７３の表示変更制御
の最中であって、まだ表示画面の遷移が終了していない場合であっても（Ｓ２７）、操作
者から操作指示の入力を受け付けた場合には（Ｓ２８でＹＥＳ）、その時点で当該表示変
更制御を中止し、当該受け付けた指示に対応する更なる次の表示画面に表示を変更する（
Ｓ３１）。なお、当該操作者からの操作指示の入力受付は、表示部４７３の表示画面に表
示されるタッチパネル機能による指示受付であっても、複合機１のフロントパネル部等に
設けられたハードキーによる指示受付であってもよい。
【００８７】
　例えば、表示制御部６１３が、操作者の移動量に従って、図１０に示した初期画面から
、図１１に示す拡大画像への変更制御を行っている最中に、操作者によって機能リストタ
ブ１２１が押下され、操作者から機能リスト画面への表示切換指示が受け付けられた場合
は、表示制御部６１３は、図１１に示す拡大画像への変更制御を中断して、表示部４７３
に図１６に示す機能リスト画面を表示させる。
【００８８】
　この表示制御によれば、表示内容変更制御中であるか否かに拘わらず、入力された指示
に対応した表示を優先することで、操作者の操作利便性を高めることができる。
【００８９】
　次に、複合機１による表示部４７３の表示制御の第４実施形態について説明する。図１
７は複合機１による表示部４７３の表示制御の第４実施形態を示す図である。図１８は表
示部４７３の表示画面の例を示すための複合機１及び操作者の図である。なお、図９、図
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１３及び図１５に示した第１乃至第３実施形態と同様の処理は説明を省略する。
【００９０】
　当該第４実施形態では、上記表示データテーブルには、更に、上記取得された各位置情
報に対応する表示部４７３の表示画面の表示方向を示す情報が記憶されている。そして、
表示制御部６１３は、表示制御部６１３は、上記操作者の移動量に対応する表示制御内容
及び表示変更速度と共に、上記操作者の位置情報に対応する表示部４７３の表示画面の表
示方向を示す表示方向情報を表示データテーブルから読み出す（Ｓ５７）。表示制御部６
１３は、表示部４７３の表示画面を、当該読み出した表示方向情報が示す表示方向に向け
て表示させる（Ｓ５８）。
【００９１】
　これにより、例えば、図１８に示すように、複合機１（表示部４７３）に対する操作者
の立ち位置に応じて、当該立ち位置における操作者にとって視認性の良い角度で表示部４
７３の表示画面を表示させることが可能になる。
【００９２】
　なお、図１７には、Ｓ５９及びＳ６１として、表示制御部６１３が、操作者から操作指
示の入力が受け付けられた場合にその時点で当該表示変更制御を中止し、当該受け付けた
指示に対応する更なる次の表示画面に表示を変更する処理を行う例を示したが、これに代
えて、操作者から上記停止指示の入力が受け付けられた場合に、位置情報取得部６１０、
移動量算出部６１２及び表示制御部６１３が、当該操作者の移動量に基づく表示制御を一
時中断し、表示制御部６１３が当該時点における表示部４７３の表示画面の表示をそのま
ま維持する処理を行うようにしてもよい。
【００９３】
　なお、本発明は上記実施の形態の構成に限られず種々の変形が可能である。例えば、上
記実施形態では、表示制御部６１３が操作者の移動量に基づいて記憶部６７から読み出す
表示部４７３の表示制御内容を、表示の拡大／縮小及び移動として説明しているが、当該
表示制御内容は表示の拡大／縮小及び移動に限定されない。
【００９４】
　また、上記第１乃至第４実施形態に加えて、以下に示す表示制御を更に行うようにして
もよい。
【００９５】
　上記第１乃至第４実施形態では、図１０乃至図１２に示したように、操作者の移動量に
応じて、表示部４７３の表示内容を拡大、縮小、又は移動させる表示制御が行われるが、
例えば、表示制御部６１３は、操作者の前後方向における上記距離Ｄの変化に対応した単
なる上記表示拡大制御ではなく、当該表示拡大制御に代えて又は加えて、当該距離Ｄが予
め定められた比較的大きい値のときは、設定可能な操作項目を操作者が直感的に理解でき
る程度の画像のみを表示しておき、当該距離Ｄの値が小さくなるに従って、当該画像に加
えて、文字による新たな操作案内表示や新たな操作ボタンの表示等を行うようにしてもよ
い。要するに、単なる表示拡大制御ではなく、当該距離Ｄの変化に応じて、表示制御部６
１３が、表示項目を増減させるようにしてもよい。この場合、操作者は、距離Ｄが変化す
ることで、表示項目が増減する前触れを理解できた方が操作性に優れるので、例えば、表
示制御部６１３は、上記距離Ｄの値が小さくなることに対応して新たな表示項目を表示さ
せる制御を行う際、上記距離Ｄが予め定められた比較的大きい値のときには、当該新たな
表示項目が表示される前触れとして、操作者が読めない程度の大きさの文字を敢えて表示
しておき、上記距離Ｄの値が小さくなるに連れて当該文字を拡大する表示制御を行うよう
にしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の一実施形態に係る表示制御装置を備えた画像形成装置の一例である複合
機の内部構成を概略的に示す側面図である。
【図２】操作部の一例を示す図である。
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【図３】複合機の電気的な構成を示すブロック図である。
【図４】位置情報取得部の構成を示す図である。
【図５】第１撮像部及び第２撮像部による人物（操作者）の撮像の様子を概念的に示す図
である。
【図６】（ａ）（ｂ）は撮像部により撮像された画像の例を示す図である。
【図７】位置情報取得部の構成を示す図である。
【図８】（ａ）（ｂ）は撮像部により撮像された画像の例を示す図である。
【図９】複合機による表示部の表示制御の第１実施形態を示す図である。
【図１０】表示部の表示画面の例を示す図である。
【図１１】表示部の表示画面の例を示す図である。
【図１２】表示部の表示画面の例を示す図である。
【図１３】複合機による表示部の表示制御の第２実施形態を示す図である。
【図１４】表示部の表示画面の例を示す図である。
【図１５】複合機による表示部の表示制御の第３実施形態を示す図である。
【図１６】表示部の表示画面の例を示す図である。
【図１７】複合機による表示部の表示制御の第４実施形態を示す図である。
【図１８】表示部の表示画面の例を示すための複合機及び操作者の図である。
【符号の説明】
【００９７】
１　　　　　複合機
１０　　　　表示制御装置
４０　　　　画像形成部
４７　　　　操作部
４７３　　　表示部
４７３２　　停止指示受付ボタン
４７４　　　タッチパネル
４７９　　　操作指示受付部
６０　　　　撮像部
６０１　　　第１撮像部
６０２　　　第２撮像部
６０３　　　撮像部
６７　　　　記憶部
１２１　　　機能リストタブ
６００　　　制御部
６１０　　　位置情報取得部
６１１　　　位置情報算出部
６１１０　　両眼認識部
６１２　　　移動量算出部
６１３　　　表示制御部
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】
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